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著
者
椎
名
幾
！1
1

郞
.

氏
.

は
夭
阪
商
科
大
學
に
於
て
海
.上
保
險
を
擔
當
耸 

 々

の
論
陣
を
張
り
、
そ
の
透
徹
せ
る
論
理
と
明
敏
な
る
觀
察
と
銳
！i

な
る
斷
定
と
を
以
て
聞
こ
え
、：
離
界
に
於
て
粋
異
の
地
步
を
占
め
て

.''
:
:
-
^
fe
l

^
で
■
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趣

s
i

-:
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レ
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.志
同
に
就
て
は
著
衮
自
ら
そ
の
序
.文
に
於
て
«

に
公
刊
せ
る『

海
上
保
險
概
論』

：昭
和
十
年
、
m

洋
出
版
社)

の
改
訂
版
と
も
稱
す
べ 

.

き
も
め
で
あ
る
と
い
つ
て
ゐ
'る
。
舊
著
に
對
し
て
記
紫
は
#

て
本
誌
を
藉
り
'て
そ
の
紹
介
.と
批
評
を
試
み
た
.の
で
あ
つ
、て(

本
認
第
三 

十

卷

へ

第

五

號

)

、
そ
の
.際
局
限
せ
ら
れ
た
る
紙
而
，に
於
て
極
め
て
老
練
な
手
腕
を
以
て
幾
多
の
問
題
を
料
理
し
て
.ゐ
る
こ
と
、
加
之
、 

隨
處
.に
於
て
通
說
の
採
る
ベ
‘か
ら
ざ
：る
こ
と
を
主
張
せ
る
娘
見
の
尠
か
ち
ざ
.る
こ
と
■を

指

摘

し

た

の

，で

あ

つ

■た

。

本

書

姑*.
著

と

同

じ 

:
::.
;;
ー
ン
立_
^

卷

：海

上

傲

險

に

關

ず

：
る

_

濟

的

羅_

藝

：び

經

營

，

諸

問

題

ぬ

中

1

要
^

^

^
 

t

あ

る
• °

, 

.

:

本
書
と
舊
著
と
を
比
較
す
る
'

と
そ
の
目
次
に
於
て
は
僅
に
：一
節
を
補
足
し
、〗

•

節
'

に
名
目
を
追
加
せ
.

.

る
の
.

み
で
あ
る
が
、
そ
の
內
容

_
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名
幾
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著
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5

十
五
行
四
十
八
字
詰
、
總
紙
营
百
十
四
頁
に
律
す
る
を
以
，て
知
る
：I

で
あ
，る
。
外
形
に
於
て
殆
ん
ど」

I

し
た
る
本
鼙

は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
_

9

改
訂
版
で
あ
.

る
か
ノ
|

の
|

と
こ
ろ
を
以
て
す
れ
ば
、
そ
，の 

一•
は

解

說

：
の

懇

切

な

る

こ

气

、
そ

の
.

一r

は
銃
詰
記
述
を
更
新
f

こ
と
、
そ

q

三
は
從
來
の
_

を
或
る
場
合
S

一
 

脐
明
瞭
な
ら
し
め
た
る
こ
と
の
S

に
，存
す 

今

今

，そ
‘の

T

 

ニ
を
例
承
す
れ
ば
次
の
如y

で
あ
る
。 

:

r

成
上
保
|

は
¥

危
險
に
因
り
財
貨
が
滅
f

は
毀
損
さ
れ
、
そ
：

Q

た
め
に
經
濟
上
か
損
失
を
ぅ

く

る

地

位

に

あI

數

人

が

:l
:L
: l
^

:l
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、が
.
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' |
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碧

損

害
 

h

f:

彭

、
ハ
ご
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い

彰

彭

ま
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し
、て
、ゃ

丨
る
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こ
，と
力
洋
上
保
險
'

と

い

、
ふ

現

象

な

の

で

れ

る

©
•

而
4

_

て
か
か
る
實
質
を
備
ふ
る
な
ら
•

は
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各

人
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肩
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何
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於

_、 

'

船
主
；互

響

荷

中

)

相
聶
償
會
等
.

の
如
、い)

，を
有
す
る
か
ば
問
ふ
を
.

要
ビ
な
い
の
で
あ
る」

(

本
‘

書
第
四
®

 

‘ 

右
の
則
用
に
於
て
囤
f

馨

.が
施
し
た
も
の
で
、■
舊

著

'
に

は

な

く

 

.
新

著

に

於

i

に
添
加
S

れ
た
る
部
分
を
示
す
も
の
，で
あ 

る

.こ
れ
は
蕾
頭
に
近
い一

個
が
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
がr

こ
れ
と
同
巧
異
曲
の
處
置
は
か
卷
隨
處
に
見
出
す
こ
と
が
出
來
る

。
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Q

と
思
は
れ
f

Q

Q

み
で
も
戰
J

險(

本
書
第
一
九
、
五
一
、
五
八
M

)

、
海
上
保
險
の
目
的(

第
六
養
以
下
ノ 

に
關
す
る
記
述
、
就
中
個
別
的
豫
定
保
險
約
款
、
•保
險
價
額
の
協
寒
第
八
.

一一

頁
以
下)

、
.脖
舟
|

(

第
九
九
頁
以
下)

、

'

海
岸
危
險(

第

議

羅

醫

藤

_

_

議

不

潇

に

關

す

る

着

(

第」

|

肩
以
下

)

、
顧
|

損(

第
5

要

以

卞

)

、
特
檐
分
損(

第
ー
？

頁
以
下)

、
ヨ
丨
ク
ア

ン

ト

ワ
 

丨
プ
規
定C

第
.

1

_五
./
\

貝
以
：下)

”

共
苘
海
損
分
霸
の
蔞

(

第
|

乇
^
^
^
^

及
意
事
項(

第

1

一1
'

〇
頁
以
下)

填
補
額
尊
出
の
原
則(

第
一
ニ
七
頁
以
下)

、豫
定
梅
上
保
險
契
約(

第

H

三
六
貞
以
下)

、
海

.上

保

險

事

業
 

;

穩
於
け
^

保
險
:«

及
讀
1

:1

ー
須
领
馬
爲
$

法
通
取
#

_

奮

_

る
_

腺
_

_

_

朦
險
_

_

次
に
統
計
的
記
述
の
页
新
办
例
と
し
て
は
船
舶(

第
七
頁)

、

積

荷

、
：
海

難

統

tt(

第
八
寅)

は

1
K

ふ
ま
で
も
な
卜
が
、
海
上
保
險
業
者 

の
協
力(

第
一
一
七
四
寅
以
下)

、
海
上
保
險
事
業
史(

第
二
'

七
七
頁
以
下)

-

に
於
て
も
一
九
三
七
年
ま
で
に
筆
を
及
ぼ
し
、
，引
用
す
る
判
決 

例
等
も
’

ま
た
最
近
の
も
の
を
以
て
す
る
の
で
あK

?
(

第
四一

頁
，、
其
他)

。
周
到
の
法
意
を
以
て
斷
ぇ
ず
眞
摯
な
る
努
力
を
拂
ふ
に
あ
ら 

ざ
れ
ば
こ
れ
は
容
易
に
達
成
し
難
き
更
新
で
あ
る
。

-

•

’

’•，
 

• 

、

.

.

改
訂
は
更
ら
に
幾
多
の
註
釋
に
も
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
フ
ー
パ
ー
號
及
び
淺
間
丸
の
坐
礁(

第
九
頁)

、

a

ィ
ズ
證
券(

第
四
一
頁)

、
 

海
上
保
險
のe

的(

第
六
四
"

六
五
頁)

、
單
獨
海
損(

第
一
四
一
頁
以
下)

、
新
舊
交
換
費(

第

r

一一 

九
頁)

、
重
複
保
險(

第
一
ー1
1

八
5

 

等
は
何
れ
も
顧
し
き
且
つ
本
文
を
補
足
す
る
に
重
•

要
な
る
も
P

で
あ
る
9

パ 

,

一
、
：
_

ル

本

蜜; ^
舊

著
_

.«
>

間
; ^
' ^
ぼ

_
^:
て
::
«

略

' $
た

ほ
_

縮

, ^
薦

^ :
か

麻

_

銜

細

(

舊
著
第
九
頁
以
下
、
本
書
第
九
頁
以
下)

で
あ
ら
ぅ
o

こ
れ
に
關
す
る
揷
話
は
そ
れ
自
身
興
味
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
雖
も
、
初
心
の
.；
 

讀
者
を
し
て
徒
に
海
上
保
險
の
弊
害
の
み
に
印
象
^-

深
く
す
る
こ
と
無
き
を
保
し
難
い
か
ら
、
本
書
に
於
て
こ
れ

!̂簡
潔
に
處
理
し
た 

の
は
至
當
で
あ
、る
と
信
ず
る
。
；，
 

:

■

.

之
を
要
す
る
に
本
書
は
舊
著
の
有
し
た
る
多
く
の
特
色(

前
揭
拙
評
參
照)

に
加
ふ
る
に
を
明̂

切
の
長
所
を
加
へ
た
る
近
來
の
好 

著
で
あ
り
、
苟
も
海
卜
：保
險
學
の
.

研
究
に
志
す
啻
に
と
り
て
も
、.
ま
た
斯
業
に
從
事
す
る
容
に
と
り
て
も
無 
一j

の
好
伴
侶
た
る
を
疑
は 

な
い
。
記
者
は
舊
著
を
紹
介
批
評
す
る
筆
を
擱
く
に
方
つ
て
'

著
者
が
多
年
の
蘊
蓄
*?
:
傾
注
し
て
更
ら
に
詳
細
な
る
著
書
を
以
て
世
に 

'

問
ふ
の
日
の
近
か
ら
ん
こ
と
を
禱
つ
た
の
で
あ
る
が
、
*'

書
を
得
.

て
斯
學
の
爲
め
抓
に
慶
賢
に
堪
へ
な
-

い
次
第
で
あ
る
。

-
■
难
名
幾
三
郎
驾
海
.上
彻
險
論』
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海
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ニ

 
一
—

'八

2

七
i

你

ほ

沐

言

公S

以
來S

に
S

以
上
を
經
過
し
、
今
に
及.
./1
/
'で
は
翼
と
い
ふ
に
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
も
の
岩
つ
た
か
も
知
ら
ぬ
_ 

が
、
こ
れ
以
上
紹
介
の
機
を
逸
せ
ん
こ
と
を
虞
れ
、
早
急
に
筆
を
執
つ
た
こ
と
を
陳
謝
す
る
。

(

昭
和
十
三
年
三
，爆

、
千
倉
書
房
、

:爐
« ;
翁
*
臟
.雙

は


